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第 7 章は， 計算機のパフォーマンス/コストを向上する別のアプローチは制御アノレゴリズムの
改良にあるとの見地から，有限整定時間応答をもち，しかもサンフ。jレ数は最小限度に押えられる
ような可変周期サンブ。ノレ値制御系の構成法を検討した結果を示したものである。
第 8 章は，全章にわたる総括である。
論文の審査結果の要旨
本論文は，自動制御システムに計算機を導入した場合に生ずる種々の問題点の解決を指向した
ものであって，その業績を要約すると次のようになる。
(1) 計算機導入に先だって必要になってくるシステムの動特性の把握。に関する一方法を提案して
いる。
(2) 計算機を導入した場合の制御系の評価法は従来のものと異なった観点に立たなければならな
いことを指摘し，新しい評価基準を提案している。
(3) 上述の評価法に立脚して，可変周期サンフ勺レ方式を提案し，その有効性を理論および実験的
に検討し，優れた方式であることを示している。
このように著者は，制御系への計算機導入の趨勢に先がけて，想定される種々の問題を指摘し，
その解決法を提示している。乙の成果は，計算機の制御系への導入にあたっての指針を示すもの
であり，制御工学の分野の発展に寄与すると乙ろ大である。よって本論文は博士論文として価値
あるものと認める。
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